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そ
の
「
茶
船
（
煮
売
船
）」
が
、「
酒
、

食く

ら
わ
ん
か
ー
」
と
商
売
を
す
る
様
子
か

ら
「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
と
呼
ば
れ
、
売
り

手
と
買
い
手
の
や
り
取
り
が
枚
方
浜
の
ひ

と
つ
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

買
い
手
が
た
と
え
身
分
の
高
い
侍
で
あ

っ
て
も
、
幕
府
か
ら
じ
き
じ
き
に
特
権
が

与
え
ら
れ
て
い
る
売
り
手
は
へ
り
く
だ
る

こ
と
な
く
「
買
わ
ん
の
は
、
金
が
な
い
か

ら
か
？
」
な
ど
と
侍
を
か
ら
か
い
、
な
ん

と
か
売
り
つ
け
よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
。

 

今
も
大
坂
か
ら
伏
見
ま
で
の
地
名
を

織
り
込
ん
だ
「
淀
川
三
十
石
船
舟
唄
」
と

い
う
民
謡
が
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　インターネット上の「ケータイ憲法」という掲示
板の管理人である藤岡誠さん。２年ぶりに大阪府後
期高齢者医療広域連合から泉佐野市役所に復帰した
機会にこの掲示板を復活させました。2004年に大江
健三郎氏らが発足させた「九条の会」のアピールの

いまも 心に響くいまも 心に響く

　名詩･名歌･名語録　名詩･名歌･名語録

　物事を正しく判断するためには、見返すという態度が大事ですが、美しくないもの
を見ないためには「見返す」ことはないということです。アミエル（1821～1881）が
有名になったのは、１万7000ページに及ぶ「日記」です。19世紀末から20世紀にかけ
て、スイスのみならずヨーロッパの作家たちにも大きな影響を及ぼしました。アミエル（スイスの思想家）

正しく見るためには二度見よ
美しく見るためには一度しか見るな

　咲き誇っていた牡丹の花も散りはじめ、黒い土の上に二、三片の花びらが散りおちて重
なっている様子です。「牡丹散って」の次の「打ち重なりぬ」とのあいだに一拍の間
（ま）をおくことにより、まず今まであでやかに咲いていた牡丹のさまを読む者に想像さ
せます。そして、その大輪の花が今まさに散ったのだと訴えているのです。

牡丹散って　打ち重なりぬ　二三片

与謝　蕪村

　

江
戸
時
代
の
枚
方
は
、
多
く
の
旅
篭
や

料
理
屋
が
建
ち
並
ぶ
に
ぎ
や
か
な
宿
場
で

し
た
。「
鍵
屋
」
は
伏
見
と
大
坂
を
結
ぶ

淀
川
三
十
石
船
の
船
待
ち
宿
と
し
て
栄

え
、
現
在
も
、「
市
立
枚
方
宿
鍵
屋
資
料

館
」
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
坂
か
ら
伏
見
ま
で
上
り
12
時
間
下
り

６
時
間
を
要
し
、
１
０
０
０
の
船
が
往
来

し
た
当
時
の
枚
方
浜
に
は
、
幕
府
が
「
高

槻
柱
本
村
」
に
特
権
と
し
て
「
茶
船
（
煮

売
船
）」
を
認
め
た
こ
と
で
、
三
十
石
船

相
手
に
餅
や
ご
ん
ぼ
汁
、
酒
な
ど
を
売
る

小
舟
が
盛
ん
に
行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。

「ロボット」「ロボット」
　

イ
ン
ド
が
実
は
世
界
最
大
の
年
間
制
作

本
数
の
映
画
大
国
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
映
画
は
歌
い
踊

り
、
生
活
感
が
な
い
作
品
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
映
画
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、
奇
想
天
外
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
特
徴

で
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
バ
シ
ー
博
士
は
、
自

分
そ
っ
く
り
の
高
性
能
ロ
ボ
ッ
ト
「
チ
ッ

テ
ィ
」
を
開
発
。
人
間
の
感
情
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
さ
れ
た
チ
ッ
テ
ィ
は
、
博
士
の
恋
人

サ
ナ
に
恋
を
し
ま
す
が
「
人
間
と
機
械
は

愛
し
合
え
な
い
」
と
相
手
に
さ
れ
ま
せ

ん
。
失
恋
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
大
暴
走
を
始

め
た
チ
ッ
テ
ィ
は
、
自
ら
大
量
生
産
し
た

自
分
の
レ
プ
リ
カ
で
最
強
の
戦
闘
軍
団
を

結
成
し
、
サ
ナ
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
人

間
を
相
手
に
破
壊
行
為
を
繰
り
返
し
ま

す
。
電
車
内
、
高
速
道
路
、
市
街
地
で
の

し
つ
こ
す
ぎ
る
ほ
ど
の
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー

ン
は
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ン
や
ブ
ル
ー
ス

・
ウ
ィ
ル
ス
も
仰
天
す
る
奇
抜
さ
で
す
。

チ
ッ
テ
ィ
と
サ
ナ
が
繰
り
広
げ
る
ダ
ン
ス

シ
ー
ン
も
コ
ミ
カ
ル
。

　

主
演
の
ラ
ジ
ニ
カ
ー
ン
ト
は
イ
ン
ド
映

画
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
。
ヒ
ロ
イ
ン
の

ア
イ
シ
ュ
ワ
リ
ヤ
ー
・
ラ
ー
イ
は
１
９
９

４
年
度
ミ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
に
輝
い
た
人
気

女
優
。
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
シ

ー
ン
が
話
題
に
な
っ
て
世
界
各
国
で
公
開

さ
れ
、
１
０
０
億
円
以
上
の
興
行
収
入
を

記
録
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
本
国
で
は

上
映
時
間
３
時
間
超
の
作
品
で
し
た
が
日

本
公
開
で
は
２
時
間
20
分
に
。

淀川三十石船が行き交った
枚方浜と「くらわんか舟」

奇
想
天
外
の
イ
ン
ド
映
画

藤岡　誠さん ⎛「ケータイ憲法」管理人⎞⎝泉佐野市職員労働組合⎠

憲法が守られていない現状を
少しでも変えたい！

泉佐野市職労の事務所前で「ケ
ータイ

憲法に、ぜひアクセスを!!」と藤
岡さん

09

鍵屋資料館の２階では食事がで
きる大広間があり、１階は資料
館になっています

春
と
秋
に
天
満
橋
・
八
軒
屋
浜

か
ら
枚
方
間
を
運
航
す
る
観
光

船
で
は「
淀
川
三
十
石
船
舟
唄
」

を
き
く
こ
と
が
で
き
ま
す

09

枚 方 市

枚方宿と「鍵屋」
かぎ や

は、「一人でもできること」もうひとつは「共感を
得やすい運動」ということです。
　藤岡さんは2002年までの５年間、全解連運動でサ
イトを開設した経験から、一人でもできて組織に縛
られず、草の根に広がっていく可能性があるサイト
に注目しました。しかし、サイトの弱点は、反応が
ないと続ける甲斐がなく、へこたれやすいこと。
「『ケータイ憲法』で、若者をはじめ多くの人たちが
『いつでも憲法と一緒』『憲法なら知っている』とい
う状況を作り出せないかと思っています。このサイ
トの存在を広めてください」と語る藤岡さんです。中に「『改憲』のくわだてを阻むため、一人ひとり

ができる、あらゆる努力をいますぐ始めること」の
呼びかけにこたえて、このサイトを開設しました。
　この「呼びかけ」に心を動かされた理由のひとつ


